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多機能パイロライザー 

ダブルショットパイロライザー® （PY-2020D）の温度安定性と冷却性能 

PYT-008 
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高分子分析全般 

熱分解ガスクロマトグラフィー（Py-GC）において、試料の熱分解温度はパイログラムに大きく影響するた

め、熱分解炉の温度制御の精度は最も重要な性能の一つといえます。ダブルショット・パイロライザー®の

熱分解炉の温度プロファイルの一例を図1に示します。熱分解炉の設定温度が600℃の時の温度の制御 

精度は600±0.5℃以内であり、設定温度がほ

ぼ室温付近の40℃の場合にも40±1℃以内で

の高精度な制御を行っていることが分かります。 

 

また、熱分解炉の昇温・冷却を繰り返す発生ガ

ス分析1)を行う際には、熱分解炉の冷却速度が

繰り返し分析効率に大きく影響します。ダブル

ショット・パイロライザー®では熱分解炉を冷却

用ガス（窒素または空気）で強制冷却すること

により、600℃から40℃までの冷却を20分以内

で達成しています。 

1) Multi-functional Pyrolyzer® Technical Note, PYT-004 

図1. ダブルショット・パイロライザー®の構造 
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図2. 熱分解炉の温度プロファイル 
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